
題名のとおり「本を読んだら散歩に行こう」は気分転換したい方、多忙な方、ご高齢の方々に

おすすめの本です。この本には1話平均5ページで40話が載っており、しかも作者の心情が正直に

書かれております。

また、活字もやや大きく、幼少のころから母親の介護の苦労までを喜怒哀楽をこめ切実に書い

てあり、ぜひストレスで爆発しそうになる前に、この本のタイトルどおり、数話読んで家の周辺を

ゆっくり散歩すればストレス解消につながりスッキリするのではないかと思われます。また1話

ごとに関連書籍の紹介もあり、そのような工夫が面白いなと思いました。
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今月のランナーは渡辺 康至さん（北小路）です！

五節舞（ごせちのまい）の人形

今年は３年振りで「柏倉九左衛門家ひなまつり」が開催され、旧九左衛門家のほか一族の旧惣右衛

門家、旧喜作家、清右ヱ門家でも各家に伝わる雛人形が飾られます。その中の喜作家では、100年前に

画家であった四代当主が手作りした内裏雛と五節舞の衣装人形が展示されます。

五節舞は、宮中の儀式の大嘗祭や新嘗祭で舞われるもので、天武天皇（？～686年）の時代に創案され

たと伝えられており、天武天皇が京都の吉野宮で琴を弾いていると天女が舞い下りてきて五度袖を翻し

て舞ったとの伝説があります。現代に伝わるのは、近世に途絶えたものが大正天皇の時代に再興された

もので、令和天皇が即位された際の大嘗祭でも五人の舞姫により五節舞が舞われました。「服装は濃き

打袴（うちばかま）、青色綾の単（ひとえ）、紫地綾の袿（うちき）、蘇芳色（すおういろ）の唐衣

（からころも）を重ね、白地地摺りの裳（も）、髪には金銅の梅の心葉（こころは）に白の日陰の糸

（蔓）をつけ、手に濃緋の彩画の檜扇をかざす。」（『日本服飾史 女性編』 井筒

雅風/著 光村推古書院 383.1/イ）

岡地区内で開催されるひな祭りは旧九左衛門家の五人官女や惣右衛門家の

御殿飾り、喜作家の手作り雛など他にはない珍しい雛飾りが楽しめます。

開館時間

10：00～19：00

3月の休館日

6日・13日・20日・27日

今月のおはなし会は

18日（土）

11：00～11：30

♪ありがとうございました!次のランナーは今野光人さん（桜町）です！♪

『本を読んだら散歩に行こう』

村井 理子/著 集英社 【914.6/ム】

新しい雑誌が入りました。どうぞご利用ください!!

★『この本読んで』メディアパル

★『関東東北じゃらん』リクルート

★『うかたま』農山漁村文化協会

★『歴史街道』PHP研究所



ここに掲載されている本は一部です

新しく入った本

【小説・エッセイ】

【こどものほん】

【実用書・教養書】

『きょうりゅうバスでがっこうへ』

リウ スーユエン/文

リン シャオペイ/絵

世界文化ブックス【E/リ】

『生き物たちの冬ごし図鑑 鳥』

佐藤 裕樹/著 今泉忠明/監修

汐文社 【488/サ】
※他にも動物・植物・昆虫の3冊があります

♥他にもたくさんご用意しています【郷土の本や寄贈の本】
『旧柏倉家住宅・旧柏倉惣右衛門家住宅

聞き取り調査成果集』

稲垣圭祐/調査・編集・発行 【L/288/イ】

※著者の稲垣さんは中山町地域おこし協力隊の方で著作はその
成果報告書です

♥他にもたくさんご用意しています

◀ 『頭がよくなる
整理術

子どもを伸ばす

片づけテクニック』

大法 まみ/著

主婦と生活社

【379.9/オ】

▲ 『３歳からのからだ

を作るおべんとう』

中村 美穂/著

赤ちゃんとママ社

【596.4/ナ】

入園入学に備えて、園や学校で決まっているもの、自分で用意する

ものなどいろいろありますが、本を参考に準備を進めてみては

いかがでしょうか？

『木挽町のあだ討ち』

永井 紗耶子/著 新潮社 【913.6/ナ】

『不思議カフェNEKOMIMI』

村山 早紀/著 小学館 【913.6/ム】

『つぎはぐ、さんかく』

菰野 江名/著 ポプラ社 【913.6/コ】

『令和その他のレイワにおける健全な反逆に関する

架空六法』

新川 帆立/著集英社 【913.6/シ】

『努力が「報われる人」と「報われない人」の習慣』

塚本 亮/著 明日香出版社 【159/ツ】

『発達が気になる子の性の話』

伊藤 修毅/監修 講談社 【378/ハ】
『審議官』

今野 敏/著 新潮社 【913.6/コ】

『グレイスレス』

鈴木 涼美/著 文藝春秋 【913.6/ス】

『好きを生きる』

牧野 富太郎/著 興陽館 【289.1/マ】

『世界のヘンな研究』

五十嵐 杏南/著 中央公論新社 【002/イ】

『満洲国グランドホテル』

平山 周吉/著 芸術新聞社 【222.5/ヒ】

『どうする家康前編』

古沢 良太/作 NHK出版 【778.8/ト/1】

『しろがねの葉』

千早 茜/著 新潮社 【913.6/チ】

『荒地の家族』

佐藤 厚志/著 新潮社 【913.6/サ】

『この世の喜びよ』

井戸川 射子/著 講談社 【913.6/イ】

『人生はウーパールーパー』

ももにくす/著 KADOKAWA 【666.7/モ】

『障害者支援員もやもや日記』

松本 孝夫/著 三五館シンシャ 【369.2/マ】

今月の

おすすめコーナー

『このひとくち、おふくわけ～わたしと岡縁里』

山室 茉由/著 【L/590/ヤ】

※大学の卒業制作が縁でめぐりあった「居場所」、そこに集う人たち
の日々の活動とぬくもりを「おふくわけ」

◀ 『アンナスの
かんたん刺しゅう

&通園で使う

布小物』

川畑 杏奈/著

美術出版社

【594.2/カ】

▲ 『きほんが

わかる通園・通学

のバッグとこもの』

リトルバード/編

成美堂出版

【594.7/キ】

◀ 『こどもが
まいにちつかう

もの』

石川 ゆみ/著

筑摩書房

【594/イ】

準備は進んでいますか？


